
人事評価制度の導入経過と
現状、課題について

筑後市職員労働組合
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筑後市における人事評価制度構築の経過

【2005（Ｈ17）年度】

賃金確定闘争で当局に、人事評価について初めて要求書提出

（１）人事評価制度導入にあたっては、組合との十分な協議を実施し、拙速な処遇への活用を
行わないこと。

（２）地公法の改正を踏まえ、人事委員会・公平委員会における公正かつ実効ある苦情処理制
度を創設または機能強化し、具体的な制度設計と運用については、労働組合と十分交渉・協議
を行うこと。

【2006（Ｈ18）年度】

賃金確定闘争で当局に２度目の要求書提出（前回と同じ内容）

⇒確認書を締結（以下、確認書より抜粋）

「人事評価制度を導入する際は労使で十分協議を行い、また具体的な制度設計、運用につい
ては、労使で十分な協議、交渉を行い、労使での合意に基づき実施する。」

【具体的な作業】

2007年４月 人事評価制度視察

６月 組合主催「人事評価学習会」（計６回）

プロポーザル方式で評価制度構築の業務委託先決定（日本能率協会）

７月 制度政策要求で当局に再度要求

※職員代表（年齢、職種等を考慮）によるワーキンググループにより制度設計を行うことを確認。
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全１３回の
会議を開催
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筑後市人事評価制度の枠組み



人事評価制度の概要
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－－

人事評価の対象者

－

能力 0
実績100



筑後市の能力・態度評価の特徴
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筑後市の能力・態度評価の特徴
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実績評価のマネジメントサイクル
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４級（主任主事）→能力80％実績20％

４・５級（係長） →能力70％実績30％

６級（課長） →能力50％実績50％
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信頼性と客観性の確保

評価の結果に関しての意義申し立て（不服）やトラブル
は、当事者だけの問題ではなく制度運用の信頼性に
関わる問題

【苦情処理のシステム】

⇒人事評価審査委員会

（構成メンバー：総務部長、市長公室長、学校教育課
長、職員代表３名）

※現在まで苦情等の申出は０件
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人事評価制度の現状について

能力態度評価のみ 実績評価対象

Ａ 評点合計4.5以上で「３」以下の評価がない 評点合計4.4以上

Ｂ 評点合計3.6以上4.5未満で「２」の評価がない 評点合計3.5以上4.4未満

Ｃ 評点合計2.7以上3.6未満で「２」の評価がない 評点合計2.6以上3.5未満

Ｄ 評点合計1.7以上2.7未満 評点合計1.6以上2.6未満

Ｅ 評点合計1.7未満 評点合計1.6未満

【評価区分ごとの分布】

Ｂ：５％強、Ｃ：90％程度、Ｄ：５％弱

⇒アンケート結果からは評価に対して一定の納得は得られている（適切に評価されている
22.6％、どちらかといえば適切に評価された62.1％）。

一方で、

・「頑張っても頑張らなくてもどうせＣ」

・評価の固定化への危惧

・差をつけることを求める ｅｔｃ. 組合員の声があるのも事実。
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制度導入後の主な見直しの経過

H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

管理職 試行 本格実施

係長以下 試行 本格実施

勤勉手当成
績率反映

管理職のみ３％ 全職員５％ ７％ 10％

主な見直し

能力開発挑戦
項目配点の見
直し（最大
0.25⇒0.1）

システム
導入

労務職実績
評価廃止

チーム目標・
個人目標
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※人事評価ワーキング会議に職員代表（２名）を出して制度見直し議論に参加している。
（給与への反映については労使交渉事項。）



人事評価結果の給与への反映

19

区分 成績区分 成績率 良好との差額（円）

部長
課長級

優秀 100分の79 48,039

良好 100分の69 －

良好でない 100分の59 △48,039

課長補佐
係長級
（５級）

優秀 100分の79 41,190

良好 100分の69 －

良好でない 100分の59 △41,190

係長
主任主事
（４級）

優秀 100分の79 40,466

良好 100分の69 －

良好でない 100分の59 △40,466

主任主事
（３級）

優秀 100分の79 32,337

良好 100分の69 －

良好でない 100分の59 △32,337

主事
主事補

（１、２級）

優秀 100分の79 19,698

良好 100分の69 －

良好でない 100分の59 △19,698

※人事評価結果による成績区分ごとの差を１００分の１０とし、６月期勤勉手当のみ
に反映させる



次年度以降の主な見直し

・人事評価ワーキング会議での議論内容（2013年度全6回）

①Ｃ評価の評点範囲を縮小し、Ｂ・Ｄ評価を拡大することについて

②能力開発挑戦項目の内容を、業務を通じての能力開発に見直すことにつ

いて

③３級職員に実績目標を導入し、能力開発目標の対象を２級以下職員にす

ることについて

④３級以下職員の一次評価を係長に行わせることについて

⑤２年続けてＤ評価を受けた職員に対する、育成の方向性等を検討する場

の設置について

次年度変更予定

③３級職員を実績評価対象とする

④係長を一次評価者とする

②２級以下職員の能力開発挑戦項目を見直す

⇒上記①、⑤については次年度以降協議する
20



今後の課題

【制度の見直し】

・評価者の変更

・評点範囲の変更 ≪適切な処遇≫

・昇給、昇格への反映

協議申し入れ：昇格年度の前年度及び前々年度

の全体評価結果がＣ以上であること

⇒≪適切な処遇≫のみに特化した制度見直しが行われようとしてい

る。

人事評価の元々のねらい・目的である、≪組織力の向上≫、
≪職員の能力開発≫、≪適切な処遇≫に立ち返り制度の見直
しをしていく必要があります。
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まとめ

人事評価制度は制度を導入したらそれで完
成というものではありません。

運用を行いながら、その都度見直しを行うこと
で、より良いものに改善していく必要があります。
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職員間に差をつけるためだけの人事評価では
なく、人材育成を主眼に、職員のやる気を高め
る制度となるよう組合として、当局に対し働きか
け続けていく必要があります。
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